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試みた。区画内の全長 10mm以上の 256個体から、付着物の無い若い葉片を切り取り、 DNAを抽出後、 9
個のマイクロサテライトプライマーを用いて PCR増幅断片の比較解析を行った。その結果、全偲体の総当
たりの近交係数から、親個体に近いほど近交係数が高く、親個体からの距離が離れるにしたがって値は急激
に低下し、 2mでほぼOになることが明らかになった。このことから、近親個体はきわめて近距離に着生し
ていることが示唆された。区画内からは初齢幼体の親も特定されており、空間構造解析の結果と合わせて考
えると、向じ親を起源としてごく近隣から流れてきた遊走子群がパッチ状に着底するという結果が得られた。
審査の結果の要旨
大型海藻は、沿岸生物の生態系を維持す上で纏めて重要である。しかしながら、大型海藻の分布や繁殖戦
略に関する遺伝マーカーを用いた研究はなく、将来の海中造林や環境保護という観点でも、そのような研究
が待ち望まれていた。本学位論文では、まず一定区域における褐藻類カジメの分布調査を行った。さらに、
その生態における親子関係や繁殖戦略を知る目的で、同種におけるマイクロサテライトプライマーの開発を
行い、有効なマーカーの開発に成功した。開発したプライマーのいくつかを用いた研究により、近親個体が
自然界で存在することをはじめて明らかにした。また、それら近親個体がきわめて近距離に着生しているこ
とと、区画内に初齢幼体の親が存在することを明らかにした。この結果と空間構造解析の結果を照らし合わ
せ、同一親に由来する遊走子群が極めて近くにパッチ状に着底して新たな個体群を形成することを示唆する
結果を得た。本研究は、大型海藻である褐藻類カジメではじめて遺伝マーカーを開発した点、さらにそれを
用いて自然界でのカジメの空間分布と親子関係を明らかにした点で、極めて独創的である。本研究の成果に
より、今後、カジメの集団構造をさらに詳細に知ることができる他、異なる環境に生育する他の海域にカジ
メについての集団構造解析や、近縁のアラメやクロメなどのケルプ類についての解析も期待されるD さらに
本研究は、磯焼けや震災による沿岸の回復、将来的な遺伝的多様性の保全といった分野にも応用されうる重
要な研究成果である。総じて、以上の一連の研究で得られた知見は、海洋生態学において新規かつ極めて重
要である研究成果である。
平成 24年1月24日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。
よって、著者は博士(理学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認めるD
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